














































































































































































































































































































































































































































































































土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日
　1限i6：30－7：10）コーラソ コーラン コーラソ コーラソ コーラソ コーラソ
　2限i7：20－8：00）ハディース ハディース ハディース 　’nディース ハディース ハディース




























土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日
　　5限
i10：00－10：50）コーラソ コーラソ
イスラーム
@法
イスラーム
@法 アラビア語 アラビア語
　　6限
i11：00－11：50）ハディース ハディース
講演（宗教
u話を聴く） 講　演
吟謡（コー
宴¥斉唱） 吟謡
　表2は、第1学年の時間割である。午前中約2時間を使って、イスラーム
の基礎知識を教えることに留意していることがわかる。
（7）「イスラーム基層女子教育」の目的
「イスラーム基層女子教育」はなぜ必要なのか？　校長の海長培氏自
らが書いた設立趣意書（原文は漢語）をここに引用してみよう。
　民族（訳者註……ここでは回族）を振興するためには、まず民族教育
を振興させなければならない。とりわけ、女子教育は重要である。良妻
賢母が知識を持てば、家を動かし、子孫を教育することもできる。子供
が生まれて最初の教師は母であり、一生は揺りかごから始まる。一挙一
動から思想・意識まで、絶えず母親の影がつきまとう。一般に、子供と
母は父よりも親しい関係にある。子供がまだ知識をえず、物心もつかな
い頃の話し相手は母で、母の教育を受ける。よって、母親の賢愚が直接
子供の成長に影響する。いまムスリム社会では多種多様な迷信崇拝が出
てきて、女性に悪影響を及ぼしている。彼女たちは騙されているだけで
なく、子供たちをも誤って岐路に引きこんでいる。全国各地のムスリム
女性のイスラーム知識が空白であるのにつけ込んで、一部宗教界の腐敗
分子が迷信をまき散らし、彼女たちの汚れなき頭にさまざまな汚点を残
している。痛ましいことだ。イスラームが中国で振るわず、発展せず、
盛んでもない鍵はここにある。多くのイスラーム同胞はこれを心配し、
積極的にイスラーム女子学校を創設している。品行学業とも優れ、よい
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資質をもった教師を養成し、彼女たちに家庭を指導し、その子女を教育
するという歴史的重みを担ってもらう。家庭は社会の基盤であるから、
よき家庭がなければ社会そのものがなりたたない。もし家庭に対するイ
スラーム教育活動がうまくいかなければ、イスラーム社会は壊れてしま
う。よって、女子教育事業の成功と失敗は国家・民族の未来にかかわり、
さらに将来のイスラームの盛衰にも影響する。この関係は重要であり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アホソ意義も大変大きい。ムスリムー人ひとり、とりわけ阿旬はこのことを真
剣に考えるべきであり、絶対に無視してはいけない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　同心県章州鎮海墳中阿女校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999年4月28日（36）
　ここで言及された「多種多様な迷信崇拝」の内容を正確に知ることは
難しいが、第一に、新彊ウイグル自治区で広まっているとされる急進的
イスラーム原理主義と分離主義、第二に、イスラームが堅く禁止する偶
像崇拝・占いなどの「迷信」、第三に、ヘロイソ等の薬物販売・吸飲を
是認するような教義解釈が存在するであろうことは、各種宗教雑誌など
の記事㈱や、地区人民政府のキャソペーソ内容によって窺い知ることが
できる。ちなみに、章州の中心街の壁には、　「薬物販売・吸飲禁止」の
大きなスローガソが書かれていた。
　趣意書に表れる「良妻賢母」　（原文では賢妻良母）とは、コーラソの
説く内容を理解し、宗教の本質を見極あた優れた女性のことである。イ
スラームは「平和」という意味であるが、社会安定の基礎を社会の最低
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　ソ　マ　　　　　　　　　　　　　　　アホソ単位である家庭に見出す。従って、地域の共同体の責任者たる阿旬・郷
老は、家庭の中心的存在として母親を位置づけ、将来の母親になるべき
女性のイスラーム教育こそが安寧な社会建設の鍵を握っていると見なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　ソ　　　　　　　マている。「イスラーム基層女子教育」は、「健全な」イスラーム共同体
の再生を試みるイスラーム復興を底辺から目指しているといえる。
　筆者は、年齢もまちまちの何人かの女児に将来の希望を訊いてみた。
返ってくる答えは、フォーマル教育を受けている女児がかなりの確率で
答えるであろう看護婦、医師、教師という専門職ではなく、もっと人生
の本質を捉えたものであった。「真主（アッラー）の定め給うた道を守
り、よい人間になりたい」。
　彼女たちは学習を終えたのち、そのほとんどが近隣のムスリム農民に
縁づき、農婦として一生暮して行く。そこには職業選択の余地はない。
しかし、女校において教師は人間完成を目指すという本来の人間教育の
中国西北におけるイスラーム復興と女子教育　163
真髄を伝えようとずる。すなわち、女校は社会の基層部分を構成する
「よきムスリマ」を育成する場所として機能している。彼女たちは、質
素な生活を良しとし、他人と自己に対して正直に誠意をもって生き、す
ぺての存在をアッラーの創造物として肯定するという人間の本来の生き
方を目指す。従って、「学ぶことは、揺りかごから墓場に至るまでのム
スリム男女の天職」とハディースに表れた言葉は信仰心が篤ければ篤い
ほど理解される。
　一方、一夫婦あたりの子供の数が多いという現実も、女児に対する特
別の教育を後押しする理由の一つである。計画生育政策によって農村の
少数民族には2人までの子供が許されているが、貧困は労働力としての
多くの子供を求める。実際、一夫婦あたり子供が4～5人というケース
もざらである。3人目以下の「黒核子」は、フォーマル教育や医療保障
といった公的なサービスが提供されない。それゆえ、3人目以下の女児
には女校しか教育の場がない。
　ちなみに、男児はフォーマル教育を受ける機会が女児よりも多い。こ
れは、男児だけは、完壁な漢語や社会の動きを学んだほうが経済的に豊
かになれると考える親の希望による。これは、イスラームのジェソダー
観の中で、男性の方が社会的存在としての面が強調されるという前提が
あるからである。男児はイスラーム教義を女児のような半日制のイスラー
ム学校ではなく、朝や夕方に清真寺で行われる講義（いわゆる経堂教育）
を聴講して知るケースが多い。その意味で、将来の結婚生活において、
女校で教育を受けた妻のほうが、イスラーム知識において夫を凌駕する
という事態も十分に予測しうる。
　現在、女校はできたばかりで、また、まだ早婚傾向にあるので、女校
修了後、さらに宗教教育を究めるために進学というケースは出てきては
いないが、彼女たちの熱心な学習ぶりからすれば、将来そのような事態
は十分に予測しうる。そのような場合に、その機会を提供するのは「イ
スラーム精鋭女子教育機関」である。すなわち、フォーマル教育の循環
の輪から離れ、一旦ノソフォーマル教育を受けた女児は、イスラーム教
育機関の輪のなかを循環し続けるであろうということが予測される。
　ただ、ノソフォーマル教育を受けた女性たちは、正確なコーラソ理解
に基づき、家庭内・社会の中の善悪・正邪を判断できるようになったこ
　　　ウ　　　　　　ソ　　　　　　マとで、イスラーム共同体の中では大きな発言力をもつことが予想される。
その時に、女子ノソフォーマル教育は女性のエソパワーメソトのために
大きく貢献するということになる。たとえば、現在、ほとんどの郷老は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
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男性であるが、将来、女性に道が開かれることも考えられる。
（8）公的政策との矛盾点
　このような利点がある「イスラーム女子基層教育」ではあるが、公的
な政策との間にさまざまな矛盾を抱えている。以下、列挙してみよう。
①価値観：コーラソは奢修な生活を戒めるが、この価値観は経済発展に
　わき、消費が美徳とされる中国沿海部における倫理とは対極にある。
　特に、郵小平がうちだした「先富論」によって東西の貧富の差は縮ま
　るどころか、拡大の傾向にさえある。地域間格差を是正すべく、2000
　年3月、中央政府から西部大開発の大号令が出され、大規模な公共投
　資が西部に導入されつつある。しかし、もたらされるものが大量生産・
　大量消費、環境悪化と貧富の差の拡大だとするならば、平等と環境保
　全を旨とするムスリムの価値との間に大きな齪賠が生じる。また、ム
　スリムの科学知識の欠如により、新時代の趨勢に大きく乗り遅れる可
　能性を指摘する声が同じムスリム学者からもでている（39）。
②男女平等観：コーラソの教える男女平等観は、漢族が大多数を占める
　中国国家が賞揚するジェソダー・フリーの「男女平等」「男女同権」
　「機会平等」とはその方向を異にしている。すなわち、中国「先進」
　ムスリムの考え方によれば、イスラームは男女の役割分担の別を定め、
　女性の家庭における「妻・母」としての役割は「社会」における役割
　より優先する㈹。もちろん、女性の社会における活躍を否定するわけ
　ではない。たとえば、財産相続の点でも男女に違いがある。コーラソ
　には、娘は息子の2分の1しか相続できないことが記されている。こ
　れは、相続の男女間平等を定める中華人民共和国の相続法と相反する
　が、ムスリムはコーラソに優位を認める。ムスリム女子が「義務教育
　法」に従って9年間のフォーマル教育をうけることによって、中国法
　の説く男女完全平等を唱え、遺産相続権の平等を要求するとする。す
　　　　　　　　　　ウ　　　　ラ　　　　マ　　　　　－　ると、それは地域のイスラーム法学者のイスラーム法解釈からすれば
　「イスラームの教義に反し」、彼女は「よきムスリマ」ではないとい
　うことになる。
③国民統合観：「統一された多民族国家」というのが中国の公式の見解
　であるが、民族問題に関しては、政府は建国以来非常に神経を使って
　きた。特に、改革開放以降、沿海部に多く住む多数民族の漢族と、内
　陸部の少数民族間の経済格差が拡大し、あらたな民族紛争の潜在的火
　種となっている。多く少数民族のアイデソティティの中心である宗教
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　は政府が教義の内容を厳しく検閲する。その結果、たとえば、1999年
　に法輪功が「邪教」として弾圧されたのは記憶に新しい。政府が宗教
　に要求する必要最低条件の「愛国主義」と「共産党の指導」はイスラー
　ム界も了承し、各清真寺にそれを遵守させている。しかし、ノソフォー
　マル教育が今後普及し、政府がその拡大を放任しつづけるならば、明
　らかにフォーマル教育を受けた人間との間で世界認識に差が生ずる。
　また、民国時代に「先進」ムスリムによって形作られた、統一国家の
　中の少数民族「回族」アイデソティティも、沿海部のすでに礼拝を忘
　れた回族と内陸部の宗教熱心な回族では異なってくることも予想され
　る。すなわち、同じ「回族」内でエスニック・アイデソティティの濃
　淡が異なってくる可能性もある。
④人口抑制策との矛盾：現行の中国の人口抑制策は、少数民族にすら一
　夫婦あたり2人の子供の出産しか認あず、違反者には罰則もある。し
　かし、労働力が必要な貧困地帯では多産傾向にある。3人目以降の
　「黒核子」の存在は政府の悩みの種であるが、政府はそれらの子供に
　は公共サービスを提供せず、子供たちの存在は黙殺されているといっ
　ても過言でない。しかし、現実にそのような子供が存在し、教育も施
　されないとすれば、将来大きな社会不安に繋がる可能性は十分にある。
　　　　ウ　　　　　　　ソ　　　　　　　マ　地域のイスラーム共同体は「イスラーム基層教育機関」を設置し、彼
　らを積極的に受け入れている。すなわち、フォーマル・セクターで解
　決できない教育問題をノソフォーマル・セクターによって補完し、
　「黒核子」の疎外を解消しているとも評価される。
結語：社会の「安定団結」のために
　上記のような矛盾点から、　「イスラーム基層社会は外界と隔絶した排
他的イスラーム共同体化し、漢族社会と乖離していくのではないか」と
か、「コーラソに照らし合わせて、中国政府の公式見解との矛盾に疑問
をもつものが出て、『党による指導』原理が危機に瀕するのでは」とか、
「政府の国民統合政策は大きな岐路に立たされ、中国は分裂の危機に」
とか、ハソティソトソぱりに「やはりイスラームと儒教は異文明で共存
できない」などという疑問を呈するものもあるであろう。しかし、答え
は否である。
　それはまず、この20年間のイスラーム復興運動の性格そのものが、民
国期の中国イスラーム新文化運動の流れを濃厚に継承しているからであ
る。帝国主義勢力の圧迫の下で救国救亡思想が広がる中、その運動は急
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成長した。漢人をはじめとした他エスニック集団と共同して確固たる主
権国家中国を建設することこそがイスラーム復興の柱である、そのため
には正確なイスラーム知識を培い、西欧近代主義思想の「よき」点と漢
語の知識を得、中国内で共存共栄の努力を行わなければならない、まず
　　　　　　　　　　　　　　アホソ愛国者たれと主張した「先進」阿旬や知識人の運動は、まず教育に力を
注いだ。民国時代のムスリム知識人たちが設立した中阿学校の卒業生た
ちは現在60歳台から70歳台である。彼らは故郷に帰り、冬の時代を生き
　　　　　　　　　　ウ　　　ソ　　　マぬき、改革開放を期に地域共同体の責任者、イスラーム振興の責任者と
して郷老となっている。彼らが従来の盲点であったイスラーム女子教育
の重要性にいち早く気づき、社会改革すべく立ち上がったことが今日、
雨後の筍のように増加している女校におけるイスラーム女子教育の隆盛
につながっている。中阿二言語を識字した彼ら郷老こそが漢族社会とム
スリム社会の橋渡し役であり、なおかつ、中国に広範に散らばったムス
リム社会同士をネットワーク状につなぐ仲介者である。たとえば、本論
で取り上げた「イスラーム精鋭女子学校」から地方の「イスラーム基層
女子学校」に対する卒業生派遣事業や、それら学校で用いる教材の流布
といったことなどは彼らの広範なネットワークに拠っている。そのネッ
トワークは郷老が学生時代に作ったものもあれば、農閑期に行う行商に
よっても構築されてきた。
　「イスラーム基層女子教育」というノソフォーマル教育は、フォーマ
　　　　　　　　　　　　　　　ウ　ソ　マル教育に欠如している点を補い、共同体の人員の熱い要求をかなえてい
る。その意味では、80年代以降のイスラーム復興は中国ムスリム女性に
とっては歴史上未曾有の革新的出来事であったといえる。
　一方、現政権の権力機構の中に「党幹部」として参加した郷老やその
息子もいる。中国共産党はさまざまな階層、エスニシティ、ジェソダー
を包含する有機体的組織構造をもっているが、彼らは、自らのイスラー
ム復興の意味を中国共産党に理解させる役割を担っている。その意味で
は、彼らの「和平演変」をめざす働きにより、将来的に「イスラーム基
層女子学校」が何らかのフォーマルな補助の対象になることも充分考え
られる。
　さらには、中国のイスラームが唐代以来千年以上にもわたって中国社
会の中で共存してきた事実は重い。明代に重臣となった海瑞、大航海で
有名な鄭和、思想家李卓吾、彼らは漢人社会の中で儒教的知識を受容し
つつもイスラームを護りつづけたムスリムであった。明末清初の王岱輿、
劉智などいわゆる回儒たちは、イスラームを儒学の概念で説明し、それ
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によってイスラームの純粋性を保持しようとした。ジャフリーヤ派を例
外として、歴史的に反体制理論となりうる神学解釈は存在しなかった。
彼らは圧倒的大多数を漢族が占める社会の中で少数者として生きぬき、
イスラームを守り、発展させることを運命づけられてきた。歴史的に培
われてきた彼らの智恵、これこそが異文化共存の智恵である。
　中国共産党政権は改革開放政策の堅持によって中国の経済発展のイニ
シアチブを取ってきた。さらには2000年に発動された西部大開発の大号
令のもと、西北地域の再開発にも着手している。　「安定団結」、「民族
団結」のスローガソはなにも漢族幹部が一方的にプロパガソダを行って
いるわけではなく、団結したほうがみんなの利益になると考えているエ
スニック幹部やその周辺にいる実力者、たとえば郷老の考え方をも代弁
している。すなわち、イスラーム復興はフォーマルな側面とノソフォー
マルな側面を兼備しながらこれからも漢族社会とともに「よりよき方向」
へ向かっていくであろう。これを「イスラームと儒教の対話」と呼ぶ研
究者もいる㈲。歴史的に常に対話はされてきた。中国は漢族だけの社会
でなく、中国文明は多彩な文化の複合した結果出来上がったものだと主
張し、「中華民族は多元で一体の構造をもっている」という今日の公式
な中華民族論の基を作ったのは、民国時代のイスラーム新文化運動の指
導者たちであった。
　90年代の世界的民族紛争の時代、世界一の人口を抱え、世界第4位の
領域面積を持つ多民族国家中国において民族紛争は顕在化しなかった。
それは急速な経済発展という側面も見逃せないであろうが、しかし歴史
的に合意事項として了解されてきた多エスニック集団の共存をよしとす
る思想的・社会的背景がその一因であることは論をまたない。本論の筋
立てに沿って言えぱ、社会の安定団結にはフォーマル・セクターを通っ
てもノソフォーマル・セクターを通っても到達できるということであろ
う。
　本論は平成11年度～14年度文部省科学研究補助金　基盤研究（C）
（2）課題番号11610382「近現代中国の国民統合原理と中国イスラーム
改革派の政治的諸関係についての歴史学的研究」（研究代表者：松本ま
すみ）の成果の一部である。
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